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“  始  め  の  一  歩  ” 
       校 長  小 島 英 樹 

 「こんにちは！」 
廊下や階段で子供たちとすれ違った時には必ず、私の方から挨拶の声をかけ続けて今年

で３年目になります。 
当初、子供たちの反応は、「・・・・・」「ぎゃははは・・・」 
怪訝そうな目で見つめられるか、ほとんどが無視。中には突然笑い出したり、話に夢中

で挨拶されたことにすら気付かず通り過ぎられたり。 
 それでも、朝や休み時間、掃除や帰りの時間等、すれ違うたびに「こんにちは！」と声

をかけ続けてきました。やがて、何人かの子供たちから「こんにちは！」の挨拶が返って

くるようになりました。 
今では、私とすれ違うと私が声をかけるよりも先に「こんにちは！」の挨拶をしてくれ

る子供も出てきました。そこまでいかなくても、私の方から「こんにちは！」の言葉をか

ければ、半数近くの子供たちからは「こんにちは！」の言葉が返ってくるようになりまし

た。（でも、まだ半数です！）高学年の子供の中には、挨拶の言葉に続けて、「校長先生、

お身体の具合はいかがですか？」と気遣う言葉を添えてくれる子供も出てきて、心に元気

をもらえます。 
私は毎年、新年度がスタートすると、全校朝会で挨拶についての話をします。 
「正しい挨拶は、①明るく、②笑顔で、③相手の目を見て、④大きな声で、⑤立ち止ま

って、⑥お辞儀をして」するものだと話します。すると、登校時に校門に立つ私の姿を見

つけて立ち止まり、ていねいにお辞儀をして「おはようございます。」と挨拶してくれる子

供が出てきて、心がうきうきします。 
反対に、「おはようございま～～～す。」と必要以上に語尾を長く延ばしたり、笑いなが

ら挨拶したり、「こんにちはっ!!」と不自然に語尾を強めたりする子供には、その場で呼び

止めて「その言い方は品がなくて、相手に失礼ですよ。」と指導します。 
挨拶は“心の窓”です。自分の心をいっぱいに開いて、相手と良好な関係を築き、コミ

ュニケーションするための“始めの一歩”です。 
大北小では、全職員が廊下や階段で子供たちとすれ違った時には、「こんにちは！」の言

葉をかけるように心がけています。ご家庭でも、ご近所同士でも、ぜひ私達大人から子供

たちの“始めの一歩”を後押ししてあげましょう。 
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平成２４年  １１月 １日 

練馬区立大泉北小学校 

校 長  小 島  英 樹 

研究発表会に向けて                    研究主任  髙井 英樹 
 本校では昨年度より「進んで運動し、互いに学び合う児童をめざして」をテーマに研究を進

めてきました。さまざまな運動の楽しさや喜びを味わえるように、自ら考えたり工夫したりす

る力、運動の技能や知識など、生涯にわたって運動に親しめる子供たちを育てるため、取り組

んできました。研究教科は体育ですが、この研究の成果は、他の教科のみならず、生活全般に

生きてくるものです。2年間の集大成として、今月の２２日(木)に本校で発表会を行います。目
を輝かせて活躍する子供たちの姿をぜひご覧ください。                 

http://www.ooizumi-n-e.nerima-tky.ed.jp/


 
 
                                      ６年 吉田 啓伸 

 
7月 11日、ソフトバレーボールの研究授業を行いました。ネット型のボール運動は、相手チームとの接触

プレーがないため安全性が高く、男女で一緒に楽しめる運動です。また、やわらかいボールを使ったり、ル

ールの工夫を行ったりすることで、誰もが楽しんでできる運動にしました。 
今回の授業では、チームの連係プレーによる攻撃が成り立つように素早く場所を移動して、ゲームを楽し

むことをねらいとし、チームごとにめあてを決めました。そして、そのめあてに向かって運動できるように

一人一人が頑張ることを決めました。 
チーム内でのファイトコールや声かけ、ハイタッチなど、チーム内でのかかわり合いの大切さを学び、コ

ミュニケーションが活発になりました。そして、チーム内で運動を楽しもう、みんなで力を合わせていこう

とする気持ちも高まりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究だより ～６年生 研究授業～ 

まずは今日のめあてを

確認します！ 

試合前は、 

みんなで 

ファイト 

コール！！ 

行くぞ～～ オー！！ 

試合は、真剣勝負！ 

『つないで １・２・３』 

今日の 

MVPは？ 

めあては達成

できたかな？ 

ナイスプレー！！ 

やった～♪ 



 自転車の乗り方教室（４年生） 

                                                             

 １０月２５日（木）の５・６時間目に、セーフティ教室の一環として「自転車の乗り方教室」を行いまし

た。石神井警察署の方に来ていただき、交通のきまりや安全で正しい自転車の乗り方について教えていただ

きました。子供たちは、実際に自転車に乗り、交差点の通り方や曲がり方、横断のし方等、校庭に作った道

路で実技演習をしながら楽しく学ぶことができました。筆記試験の後、自分の名前が書かれている「自転車

運転免許状」をもらうと笑顔がこぼれ、とても嬉しそうでした。このような自分の命に目を向け、自分の命

を守るための授業は、とても大切だと思っています。お忙しい中、自転車を貸していただいたり、お手伝い

いただいたりと保護者の方々のご協力に感謝いたします。本当にありがとうございました。 
 
 
 
                                                              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発進前には 

安全確認を忘れずに！ 

どんなコースかな？ 

しっかり覚えておこう！ 

自転車は乗る前に 

点検をするよ！ 

親切に教えてくれた、 

お母さんたち、ありがとう！ 

はい！ 

4年 丹呉 早由美 



 
１１月行事予定表 
◎今月の生活目標： すすんで仕事をしよう  言葉づかいを正しくしよう 

             みんなで仲よく仕事をしよう  きれいにそうじをしよう 

日 月 火 水 木 金 土 
 

 

 

 

 

 

 １ 

クリーン運動 

（１３：１０～１３：４０） 

２ 

B時程 

                                                 

３ 

文化の日 

大北まつり 

４ ５ 

全校朝会 

委員会活動 

６ 

 

 

７ 

けやき班遊び 

就学時健診 

4時間授業 

８ 

PTA美化デー 

９ 

PTA選考委員会 

 

１０ 

土曜授業 

火曜時間割 

安全指導 

１１ １２ 

全校朝会 

避難訓練 

クラブ活動 

１３ 

 

１４  

児童集会 

１５ １６ １７  

 

１８ 

 

１９ 

全校朝会 

 

２０ 

 

２３ 

勤労感謝の日 

２４ 

 

２１ 

 

２２  

研究発表会 

（１３：００～１６：３０） 

２５ 

 
２６ 

全校朝会 

クラブ活動 

２７ 

３年練馬大根収

穫 

２８ 

音楽朝会 

２９ 

 

３０ 

 

12／１ 
 

  
大北小ホームページ10000超え   大北小ホームページへのアクセス数が1万を超えました。

たくさんのアクセスありがとうございます。今後も新鮮な情 

報をお伝えしていきたいと思います。また、算数の問題「計算にチャレンジ」コーナーもありま 

すので、ご活用ください。みなさん、一日一回は是非ご覧ください。 

 

学童専用門   学校敷地の北西に学童専用の門があります。ここは、学童クラブ利用者の専用 

の門ですので、通行はできません。 

 

欠席連絡   連絡帳でお願いします。また、遅刻、早退の場合は、保護者付添、お迎えとなり

ます。体調をくずす児童が増えてきています。今一度、お子様の健康管理をお願い

いたします。 

 

名札の着用  大北まつりのような際にも、学校にいらっしゃる時には着用をお願いいたします。 

 

副校長より          先生たちも頑張っています     副校長  城 﨑  真 
 手前みそですが、11月 22日に行われる研究発表会に向けて、先生たちも一生懸命頑張っていま
す。何を頑張っているのかというと、体育の授業をよりよくする方法や子供たちの体力が向上する

ための方策、体を動かすことが好きになるための取組などを考え、実施しています。 
 アンケート調査では、9割以上の児童が体育の授業が好きだと回答しています。それを、全員に
したいのです。また、平成 24年度体力調査の結果（後で HPに UPする予定）では、区や都、国
の平均を上回っているものも多いのですが、大北小の傾向として投げる力が弱い結果が出ました。 
そこで、投げる力を付けるには、どうしたらいいのかを研究しています。 
 先生たちは、朝早くから校庭に出てラインを引き、運動量を確保しつつ児童が楽しめるコートの

大きさや形を模索しています。また、口うるさい副校長が職員室から校庭の体育授業の様子を見て

注文をつけてもいます。 
 そんな本校の研究に、先生たちに、お力をお貸しください。協力員、子供への声かけ・励まし、 
そして、当日晴れるように祈っていてください。 


